平成２０年度第２回館山市消防委員会　会議録

◎　日　時　平成２１年２月２６日（木） 午後３時３０分～午後５時００分

◎　場　所　館山市役所　本館　２階会議室
◎　出席者　館山市長

館山市消防委員会委員（１２名中１１名）

※別紙出席者名簿のとおり

　　　　　事務局：北山市長公室長、庄司課長、小宮グループ長、勢見主査、飯田主事
◎　次　第

１．開会
２．委員長挨拶
３．市長挨拶
４．議題

（１）平成２１年度消防関係予算の要求状況

（２）館山市消防団条例の改正の結果について

（３）機能別消防団員について

（４）その他

　５．閉会
◎　議事概要

事務局より、委員の出席状況について委員１２人に対し１１人が出席していることから、会議が成立している旨、報告した。

委員長が議長となり、議事が進行された。

　

（１）平成２１年度消防関係予算の要求状況

議題の（１）について、資料に基づいて事務局より説明を行った。

質問等があったが、内容については了承された。

【質疑等】

事務局　　　：必要な予算として要求したものは満額で予算案に計上されております。耐震改修工事は３月補正で計上しております。もちろん、これから３月議会で審議していただくことになります。
真田委員　　：消防団員の被服ということで、作業服、防火衣などが計上されていますが、資料に記載されているもののほかに、貸与するものはどのようなものがありますか。
事務局　　　：甲種制服、略帽、防火長靴、防火ヘルメットなどです。

真田委員　　：災害現場では、手袋を使用していると思いますが、その手袋や防護めがねの支給は考えていますか。
事務局　　　：予算案には計上しておりません。

真田委員　　：災害現場にて常備消防職員が多くいれば問題ないですが、消防団が最先端で消火にあたるとすれば、その災害に対応できるようなものを支給した方が良いのではないかと思います。
予算的には高価なものではありません。ゴム製の手袋ですと1,000円から1,500円程度ですので数十万円で支給できるのではないかと思いますので、検討していただきたいと思います。

事務局　　　：予算案の内容につきましては、略帽40着、防火服15着などとなっていますので、全体のなかで防火服を10着にするなどして対応は可能だと思いますので、救援救出活動に必要なものがあれば、大枠の予算のなかで調整していきたいと考えております。

委員長　　　：団と市でよく協議して対応していただきたいと思います。

吉田委員　　：消防施設関係ですが、防火水槽の修繕工事で、蓋掛けを１基計上してありますが、市では無蓋の防火水槽はどれくらいありますか。先日、中里で蓋掛け工事が行われました。児童の危険防止になります。また、かなり古い防火水槽があるとおもいますが、鉄筋構造物として耐久性があるかどうか教えていただきたいと思います。
事務局　　　：無蓋の防火水槽がどれくらいあるかについては、正確な数字は今現在は把握できておりません。参考ですが、消防団から蓋掛けの要望があがっている防火水槽は約２０箇所であります。

吉田委員　　：２０箇所あるということは、２０年かかるということが考えられますが、昨年度は蓋掛け工事は何基ですか。
事務局　　　：１基です。
吉田委員　　：安全・安心のために１箇所でも危険箇所が減るようにお願いしたいです。

石井(信)委員：以前の会議でも意見を述べさせていただきましたが、今回の説明ではありませんでしたが、災害用の資器材については、今後、検討していかれるのでしょうか。また、耐震改修工事と建替え工事を行う詰所以外の詰所についてはどのような対応を考えていますか。
事務局　　　：災害用の救助資器材については、補正予算案のなかで防災費ということで7,200千円を計上しております。現在、各分団にはチェーンソーは１台ずつ配備していますが、各部ごとに、チェーンソー、ジャッキなどの資器材の配備をしたいと計画しております。

事務局　　　：地域活性化・生活対策臨時交付金は総額が約175,000千円ですが、市の要求としては約200,000千円を要求しております。救助資器材の全体の7,200千円は３年で整備しようということで、平成２１年度の当初予算要求ではその約３分の１でありましたが、交付金を利用して前倒しで行うなら、とりあえず全部計上しましょうということになりました。ただし、7,200千円を全部執行できるかどうかは、道路整備など他の事業と調整することになりますので、現時点では、確定しておりません。
事務局　　　：石井委員のご質問の第２点目ですが、昭和56年以降の新耐震基準の建物につきましては、今後、建物の老朽具合などを考慮しまして、必要であれば耐震診断を実施することなどを検討していきたいと考えております。

黒川委員　　：第１５部詰所の修繕工事の実施時期は、いつ頃の予定でしょうか。

事務局　　　：平成２１年の秋頃の発注になると思われます。

黒川委員　　：平屋建てであれば、団員自らが屋根の塗装を行うことができるが、２階建てになると足場などが必要になり、団員で行うのは難しいです。予算案に計上していただきありがとうございました。
（２）館山市消防団条例の改正の結果について

議題の（２）について、資料に基づいて事務局より説明を行った。

質問等があったが、内容については了承された。

【質疑等】

質問等なし。
（３）機能別消防団員について

議題の（３）について、資料に基づいて事務局より説明を行った。

質問等があったが、内容については了承された。

【質疑等】

秋山委員　　：機能別団員というくくりではないですが、水上バイク隊についてですが、市では、海辺のまちづくりによる海岸整備、渚の駅などを考えられていますが、そのなかで多目的観光桟橋を設けることにより、プレジャーボート、ジェットスキー、ウィンドサーフィンをされる方が多くなると思います。海上スポーツのルールについて、しっかり決めていかなくてはならないと思います。そのなかで、この水上バイク隊は、ある意味で監視をすることが可能だと思いますし、そのような部分で必要になってくると思います。もし、館山市消防団で水上バイク隊を設けるなら、機能別団員ということではなくて、基本団員のなかで水上バイクの免許を持っている方がいると思いますので、それらの団員を中心にひとつのセクションを設けて、渚の駅のなかに詰所とまでいかなくても、水上バイクを保管する場所を設けて随時出動できるような体制をこれから、現役の消防団に考えていただきたいと思います。
石井(信)委員：『海・浜のルールづくり』ということで、検討委員会の副委員長を務めさせていただいております。昨日、２回目の検討委員会が行われたところです。そのなかで、『ルールづくり』を検討しています。実態としては、水上バイクが非常に多く、砂浜にまで車輌が進入していますし、ゴミの問題や花火の問題などもあります。特に検討委員会のなかで多く議論されているのは、水上バイクの危険性や漁協との関連です。今現在、平塚や逗子などでは、かなり先進的にルールブックを作成しています。館山市もそこまでいかなくても、「第１歩という形でそういったルール作りができないか」と検討しているなかで、一番懸念されているのは、「いくらそのルールを作ったとしても、それをどう広報したらよいか」、また、広報しただけでも、なかなかそのルールが浸透しないのでトラブルが絶えないことになると思われます。「どこが一番重要か」というと、どのように常時パトロールしていくのかということが課題であります。館山市では海上保安庁や地元の愛好者の方々などに協力いただき、陸上で取り締まりを行ったことなどが新聞に掲載されていました。「その陸上だけでの取締りではどうしても難しい」ということがあるので、「水上において取締りができたら良い」という課題のなかで、先程、説明があったように、館山市消防団は火災出動などだけではなく、海上での救助活動はもちろんですが、定期的に、館山市消防団で、決められたライフジャケットなどを着用して、パトロールすることができるようになれば、消防団としての活動の広報にもなり、『海・浜のルール』という上でも、大きな貢献につながるのではないかと思います。まして、新入団員確保に悩む中、消防団としてのイメージ作りにおいても一役買えるのではないかとも思えるのです。昨日の『海・浜のルールづくり』会議の場では、事前にこの消防委員会会議資料をいただいていましたので、「消防団では機能別団員として、水上バイク隊というのがあって、もしかしたら、両分野が良い意味で、これから期待が出来る分野ではないか」と、『海・浜のルールづくり』会議にて発言させていただきました。その会議には、海上保安庁、警察などいろいろな機関が参加しています。それら各機関との協議や調整も、今後必要になってくる事も予想されます。その様な中で、館山市で毎年夏の海水浴期間のときに、監視を委託されている館山サーフクラブでは、水上バイクによるパトロールも検討しているようです。夏の期間、館山サーフクラブに監視委託をお願いしています。仮に、水上バイクが３台あれば、館山の沿岸域をカバーできないこともないそうです。「パトロールによって、広報活動につながれば館山サーフクラブは動きます」と個人的に伺っています。夏場だけではなく、できれば通年のパトロール活動を行うためには、館山サーフクラブにお願いするだけではなく、今回の機能別団員として、燃料代とか、事故にあった場合でも消防団員と同じように補償されるような形がうまくできてくれば、通年の『ルールづくり』に寄与するのではないかと思います。
委員長　　　：水上バイク隊についての意見がありましたが、基本団員への影響もありますし、まだ検討の余地があると思います。

石井(信)委員：会議資料１０ページの全国の機能別団員・分団制度の導入状況ですが、「その他」と回答している団体が１１３団体あります。この「その他」というのは、例えば、導入するにはパターンがいくつかあるということなのでしょうか。どういうことなのか、もし分かれば教えていただきたいと思います。
事務局　　　：「その他」という回答が、具体的にどういうことなのか、把握できておりませんので、次回の会議までに調べさせていただきます。

（４）その他
意見、質問などはなかった。

議事終了後閉会
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